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抄　録
目的：看護基礎教育機関で行われている成人看護学技術演習の報告を概観し、現在の傾向を明らか
にする。
方法：医中誌 Web 版より、2014年から2018年７月の国内文献の検索を行った。抽出された77件に
ついて、発行数の推移を確認した。そのうち、詳細に演習内容が記載された18件を対象に、急性期・
慢性期看護ごとに、演習の構成および調査の傾向について記述統計を行い、研究目的と演習目標の
類似性に従って演習内容を分類した。
結果：対象文献の研究目的は、シミュレーション教育の評価が急性期、慢性期あわせて７件で、多
くを占めていた。演習目標の傾向は、急性期では、術後患者への観察と適切なケアを学ぶ７件で最
も多く、慢性期では、患者とのコミュニケーションを学ぶ３件など、患者教育に関するものが多い
傾向にあった。
考察：今回の調査では、演習内容を概観することで、シミュレーション教育を主流とした演習の工
夫が確認され、効果的な演習計画への示唆を得た。
キーワード：成人看護学，技術演習，急性期，慢性期
Ⅰ．緒言
　患者のケアの中心を担うとされる看護職は、
さまざまな場面で患者の多様性・複雑性に対応
した看護を創造する能力が求められる（厚生労
働省，2018a）。この能力は、看護基礎教育機関
においてその基盤を育くみ、看護師になっても
継続して自己研鑽すべき能力である。
　2008年改定の第４次看護師３年課程カリキュ
ラムでは、統合分野の追加や、看護基礎教育で
の技術項目の卒業時到達度の明確化が図られる
と同時に、各分野での教育内容の充実の必要性
が示された。その内容は平成26年版の保健師助
産師看護師国家試験出題基準の改定時に反映さ
れている（厚生労働省，2013）。
　学士課程の卒業時までに求められる看護実践
能力を修得させるために、学内演習は重要な要
素の一つである（日本学術会議，2017）。中で
も臨床を模倣または再現した環境の中で、学生
が知識や技術・態度を統合し、経験を通して学
ぶことで、臨床判断と看護実践能力を身につけ
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ることを目的とするシミュレーション教育の実
施が推奨されている（厚生労働省，2018b）。
　研究者所属大学看護学部成人看護学領域でも、
看護実践能力につながる授業の一つとして技術
演習を位置づけ、その内容と方法を検討してい
る。先行文献では、林ら（2008）によるカリキュ
ラム改正前を中心とした成人看護学領域の技術
演習内容の検討や、中村（2015）の英国の成人
看護学演習の紹介もあるが、わが国における近
年の調査は見当たらない。そのため、特にカリ
キュラム変更後に看護基礎教育機関で実施され
ている成人看護学での技術演習の傾向を明らか
にして、考察した上で演習を組み立てることが
必須であると考える。そこで本研究は、国内の
看護基礎教育機関で行われている成人看護学の
技術演習の内容を明らかにすることで、今後の
効果的な演習計画について検討することを目的
とした。
Ⅱ．調査方法
１．対象文献の抽出
１）医中誌 Web 版を使用し、過去５年（2014
年～ 2018年８月）の文献検索を行った。検索
キーワードは「成人看護学」「演習」を用いた。
これらの文献のうち、演習内容の詳細を把握で
きない会議録は除外した。その結果77件が抽出
され、演習内容に関する報告の年次推移を調査
するための対象文献とした。なお、CiNii（NII
学術ナビゲータ）においても同条件で検索して
確認したが、全て重複しており、対象として追
加する文献はなかった。
２）抽出された77件のうち、技術演習の内容と
教授方法の傾向を明らかにするために、具体的
内容が記載されている文献を抽出した。そのた
め、①演習の内容、方法の記載が十分でない実
態調査（24件）、②技術到達度に関する文献（10
件）、③看護過程や事例展開のみで技術演習の
記載がない文献（９件）、④急性期看護（以下、
急性期）と慢性期看護（以下、慢性期）の区別
が明示されていない文献（８件）、⑤実習前後
の演習を対象にした文献（８件）は、対象外と
判断し除外した。その結果18件（急性期10件、
慢性期８件）が抽出された。
　なお、対象文献を2014年以降と設定した理由
は、平成26年版保健師助産師看護師国家試験出
題基準の変更により、看護師教育の技術項目と
卒業時の到達度および看護の統合と実践が反映
されたことを受け、授業内容の見直しを図った
ことが予測されるためである。
２．データ分析
１）演習内容が明らかになるよう独自にデータ
フォームを作成し、分析対象となった77件につ
いて、項目に沿って文献ごとに整理した。分類
項目のうち、発行年および文献の種類について
記述統計を行った。
２）次に、演習内容が詳細に記載された分析対
象文献18件について、急性期、慢性期ごとの発
行年と、演習の構成として、演習時期、演習コ
マ数、事前学習の内容、技術演習と看護過程事
例の関連性の項目について記述統計を行った。
なお、演習の構成に含まれる４項目は、授業設
計に必要な要素（藤岡，1997）を参考に決定し
た。
３）分析対象文献18件で調査された技術演習の
傾向として、使用されている事例患者について
記述統計を行った。詳細な内容については、研
究目的に沿って分類したのち、さらに演習の目
標の類似性に従って分類し、文献ごとの演習内
容、取り組みの工夫、結果を整理した。
４）データ分析の一連の過程は、成人看護領域
の教員４名が行い、適宜、検討会を実施して進
めることで、妥当性と信頼性の確保に努めた。
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Ⅲ．結果
１．文献数の推移
　成人看護学の演習に関する77件の年度ごとの
内訳は、2018年11件、2017年15件、2016年16件、
2015年15件、2014年20件であった。そのうち原
著および解説の文献数は、2018年は原著11件、
解説０件、2017年は原著13件、解説２件、2016
年は原著14件、解説２件、2015年は原著10件、
解説５件、2014年は原著17件、解説３件であっ
た（表１）。
２．演習の構成
　分析対象論文18件の内訳は、急性期10件、慢
性期８件であり、特に2016年の６件（急性期３
件、慢性期３件）と2017年の６件（急性期５件、
慢性期１件）で、全文献の３分の２を占めてい
た（表２）。技術演習の時期は、大学では急性期、
慢性期ともに３年前期が多かったが、２年次に
行われていたのは急性期３件で、うち１件は２
年前期であった（表３）。
　事例展開を除く技術演習のコマ数は１～ 8コ
マと幅広く実施されていた（表４）。事前学習
があることが明記されている文献は急性期５件、
慢性期８件であった。そのうち、視聴覚教材を
作成、使用するものが急性期、慢性期合わせて
３件であった（表５）。看護過程事例と技術演
習と関連付けて実施していることについて明記
されていたのは、急性期５件、慢性期５件であっ
た（表６）。
３．技術演習の傾向
１）演習に使用されている事例
　急性期の演習で使用する事例患者は、胃がん
の胃切除術前後の患者の観察とケアが７件と多
く、直腸がん術後が１件、事例なしが２件であっ
た。慢性期は２型糖尿病のインスリン自己管理
導入事例の患者の支援場面が６件で、乳がん抗
がん剤治療１件、肺気腫１件、心筋梗塞発症後
事例１件であった（表７）。
N=77
発行年 総数
（件）
原著
（件）
解説
（件）
2018 11 11 0
2017 15 13 2
2016 16 14 2
2015 15 10 5
2014 20 17 3
表１　成人看護学演習に関する文献数の推移
n=18
発行年 総数
(件）
急性期
（件）
慢性期
（件）
2018 2 0 2
2017 6 5 1
2016 6 3 3
2015 1 1 0
2014 3 1 2
表２　成人看護学技術演習に関する文献数の推移
n=18
急性期
(件）
慢性期
（件）
1 0
2 0
4 4
1 1
1 0
0 1
1(大学3年） 2
専門学校２年後期
専門学校３年前期
大学２年前期
不明
学年
大学２年後期
大学３年前期
大学３年後期
表３　技術演習の時期
n=18
コマ数 急性期
（件）
慢性期
（件）
1 2 1
2 2 2
3 0 2
4 3 0
5 0 1
8 1 0
不明 0 2
表４　技術演習のコマ数
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２）研究目的と演習目標の傾向
　分析対象となった18件について、急性期、慢
性期ごとに、研究目的に沿って分類し、さらに
演習目標の類似性に従って分類した（表8、表9）。
　急性期10件の研究目的は、シミュレーション
学習評価４件、臨床看護師等協同授業による学
習評価３件、患者体験効果１件、評価ツールの
作成及び使用後の評価１件、自作教材評価１件
に分類された。演習の目標は、術後患者への観
察と適切なケアを学ぶ８件、正確な心肺蘇生が
実施できる１件、ストーマケアの視点と管理の
方法を学ぶ１件に分類された（表８）。慢性期
８件の研究目的は、シミュレーション学習評価
３件、ロールプレイ学習評価３件、患者体験効
果１件、自作教材評価１件に分類された。演習
の目標は、患者とのコミュニケーションを学ぶ
３件、患者教育技術を学ぶ２件、患者の苦痛を
理解し援助を考える２件、看護技術を習得する
１件に分類された（表９）。
３）演習内容と工夫
①看護技術の習得：技術演習の多くは提示され
た内容で事前学習を行い、臨床看護師や教員の
デモンストレーションのあとに実施されていた。
実施の際は事前学習内容に従って看護師または
看護学生役で行われるが、単純な技術の実施で
はなく、事例の設定場面に合わせて実施するも
のであった。
内容 内訳
（件）
総数
（件）
援助計画 2
事前学習の手順書、構造図作成 1
iPad教材の視聴 1
DVD視聴とスキルチェックを覚える 1
手技の動画視聴 1
食事療法、運動療法資料や専門雑誌を自由に閲覧 1
教科書の内容を指定 1
事例の情報整理 1
手技チェック表を用いて事前に習得する 1
糖尿病患者の特徴、検査、看護について資料を読む 1
コミュニケーション技術の復習 1
５０代女性のコミュニケーションをイメージする 1
＊急性期のうち、事前学習の明記がなかった5件を除く
急性期
慢性期
5
8
n=13
表５　事前学習の内容
n=18
急性期
（件）
慢性期
（件）
看護過程の事例 5 5
看護過程演習なし紙上事例 2 2
不明 2 0
看護過程の事例
+看護過程演習なし紙上事例
または技術演習のみ
1 1
表６　事例の使用状況
n=18
胃がん術前、術直後、1日目 7
直腸がん患者のストーマ造設 1
事例なし 2
糖尿病のインスリン自己管理 　6＊
乳がんの治療 　1＊
肺気腫 1
心筋梗塞発症後 1
内容 件数
＊重複あり
急性期
慢性期
表７　技術演習で使用されている事例患者
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。
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
モ
デ
ル
人
形
）
を
使
用
し
て
い
る
。
演
習
後
と
臨
床
実
習
後
に
評
価
を
し
た
。
観
察
項
目
や
注
意
点
な
ど
を
詳
し
く
学
べ
た
、
実
習
で
体
験
す
る
と
さ
ら
に
良
く
理
解
で
き
る
と
感
じ
た
、
な
ど
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
度
や
二
度
の
演
習
を
実
習
で
生
か
す
の
は
難
し
い
と
感
じ
た
、
実
践
で
役
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
演
習
を
も
っ
と
増
や
し
た
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
及
川
ら
（
2
0
1
7
）
正
確
な
心
肺
蘇
生
が
実
施
で
き
る
近
隣
の
消
防
本
部
か
ら
、
医
療
生
体
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
の
 
A
E
D
 
を
借
用
し
た
。
学
生
の
学
習
効
果
を
高
め
る
た
め
に
 
5
、
6
 
人
の
学
生
に
対
し
医
療
生
体
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
 
1
体
を
配
置
し
て
い
る
。
B
L
S
 
は
事
前
学
習
を
課
し
、
教
員
も
説
明
の
上
、
B
L
S
を
実
施
し
て
い
る
。
事
前
学
習
課
題
と
合
わ
せ
て
心
肺
蘇
生
の
演
習
を
振
り
返
り
、
将
来
医
療
職
に
就
く
も
の
と
し
て
一
次
救
命
処
置
の
実
施
に
対
す
る
意
義
を
考
察
さ
せ
て
い
る
。
近
隣
の
消
防
本
部
か
ら
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
レ
ン
タ
ル
し
て
い
た
。
確
実
に
知
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
か
ら
技
術
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
た
。
（
知
識
テ
ス
ト
不
合
格
者
は
合
格
後
に
実
施
可
能
）
事
前
課
題
と
し
て
学
生
に
手
渡
し
た
 
B
L
S
 
ス
キ
ル
テ
ス
ト
シ
ー
ト
を
も
と
に
演
習
当
日
に
て
 
B
L
S
 
の
一
連
の
流
れ
に
関
す
る
テ
ス
ト
を
行
っ
た
こ
と
上
の
実
施
は
意
義
が
あ
っ
た
。
久
保
田
ら
（
2
0
1
4
）
臨
床
看
護
師
等
協
同
授
業
に
よ
る
学
習
評
価
術
後
患
者
へ
の
観
察
と
適
切
な
ケ
ア
を
学
ぶ
3
施
設
5
名
の
臨
地
実
習
指
導
者
と
共
同
で
実
施
す
る
。
事
前
に
臨
地
実
習
指
導
者
と
目
標
や
進
め
方
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
演
習
の
最
後
に
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
い
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
も
ら
う
。
演
習
は
術
後
、
帰
室
後
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
を
場
面
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。
臨
地
実
習
指
導
者
が
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
た
。
臨
地
実
習
指
導
者
と
の
共
同
授
業
で
計
画
、
実
施
さ
れ
て
い
た
。
患
者
の
状
況
に
合
わ
せ
た
声
か
け
な
ど
、
臨
地
実
習
指
導
者
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
気
づ
き
を
さ
ら
に
深
め
る
効
果
が
あ
っ
た
。
臨
床
で
の
実
際
の
声
か
け
や
か
か
わ
り
方
を
細
か
い
視
点
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
由
井
ら
（
2
0
1
7
）
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
学
習
評
価
術
後
患
者
へ
の
観
察
と
適
切
な
ケ
ア
を
学
ぶ
表
８
　
急
性
期
の
技
術
演
習
の
研
究
目
的
と
演
習
の
内
容
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研
究
目
的
演
習
目
標
演
習
内
容
取
り
組
み
の
工
夫
研
究
結
果
文
献
胃
切
除
術
後
患
者
を
受
け
持
ち
患
者
と
想
定
し
、
術
後
 
1
 
日
日
の
離
床
へ
の
援
助
を
演
習
テ
ー
マ
と
し
た
。
演
習
は
、
①
学
生
は
担
当
教
員
や
臨
地
実
習
指
導
者
に
看
護
計
画
を
報
告
②
観
察
か
ら
寝
衣
交
換
や
離
床
へ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
報
告
③
離
床
ま
た
は
寝
衣
交
換
の
い
ず
れ
か
を
実
施
で
あ
り
、
患
者
役
は
学
生
が
行
っ
た
。
①
9
0
分
、
②
と
③
9
0
分
で
実
施
し
、
臨
地
実
習
指
導
者
も
1
人
1
グ
ル
ー
プ
担
当
し
、
実
施
中
の
助
言
、
実
施
後
の
報
告
ま
で
直
接
指
導
を
担
当
し
て
い
た
。
学
内
演
習
で
臨
地
実
習
指
導
者
か
ら
直
接
指
導
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
設
定
し
た
。
学
生
は
、
術
後
の
観
察
、
点
滴
中
の
寝
衣
交
換
、
離
床
へ
の
援
助
は
7
0
％
以
上
が
指
導
を
受
け
た
と
し
、
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
報
告
は
8
5
％
が
で
き
な
か
っ
た
と
回
答
し
て
い
る
。
実
習
前
に
疑
問
が
解
決
し
、
演
習
へ
の
手
ご
た
え
を
感
じ
、
実
習
へ
の
動
機
づ
け
に
な
っ
た
。
臨
地
実
習
指
導
者
は
、
実
習
で
は
見
え
な
い
学
内
で
の
学
生
の
強
み
を
実
感
し
て
い
た
。
平
井
ら
（
2
0
1
6
）
胃
が
ん
A
さ
ん
に
対
し
て
「
術
後
 
1
 
日
目
の
看
護
」
を
実
施
す
る
。
設
定
は
、
輸
液
ル
ー
ト
と
腹
腔
ド
レ
ー
ン
挿
入
中
患
者
に
対
し
て
、
背
部
清
拭
と
寝
衣
交
換
を
実
施
し
た
後
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
て
立
位
援
助
の
場
面
で
あ
っ
た
。
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
で
は
、
教
員
が
場
面
設
定
を
説
明
し
、
病
態
と
麻
酔
・
手
術
の
知
識
を
確
認
を
し
た
あ
と
、
臨
床
看
護
師
と
教
員
A
、
模
擬
患
者
で
シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ
て
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
教
員
B
が
各
場
面
の
看
護
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
後
、
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
き
演
習
を
行
っ
た
。
臨
床
看
護
師
は
臨
床
経
験
が
豊
富
な
基
礎
教
育
経
験
者
で
、
模
擬
患
者
は
模
擬
患
者
協
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
後
、
教
員
は
学
生
の
思
考
や
行
為
を
支
援
し
た
。
臨
床
看
護
師
が
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
模
擬
患
者
協
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
模
擬
患
者
で
実
施
し
た
。
点
滴
を
し
な
が
ら
の
全
身
清
拭
な
ど
【
多
重
課
題
】
【
初
め
て
の
技
術
】
【
患
者
へ
の
配
慮
】
が
難
し
く
、
患
者
の
離
床
を
進
め
る
た
め
の
【
患
者
の
個
別
性
に
合
わ
せ
た
援
助
】
も
難
し
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
が
、
臨
床
看
護
師
の
デ
モ
は
臨
場
感
や
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
い
う
面
に
に
お
い
て
利
点
が
あ
っ
た
。
タ
イ
ム
リ
ー
な
演
習
内
で
の
説
明
も
わ
か
り
や
す
い
説
明
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
森
安
ら
（
2
0
1
6
）
患
者
体
験
効
果
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
の
視
点
と
管
理
の
方
法
を
学
ぶ
5
0
 
代
女
性
、
直
腸
が
ん
、
S
 
状
結
腸
ス
ト
ー
マ
（
単
孔
式
）
造
設
患
者
の
設
定
で
実
施
し
て
い
る
。
パ
ウ
チ
は
排
泄
物
だ
け
を
破
棄
で
き
る
下
部
開
放
型
を
使
用
し
、
事
前
学
習
の
S
 
状
結
腸
ス
ト
ー
マ
の
構
造
図
と
パ
ウ
チ
交
換
の
手
順
書
を
参
考
に
、
教
員
が
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
後
、
学
生
全
員
が
パ
ウ
チ
交
換
場
面
の
看
護
師
役
と
患
者
役
を
実
施
す
る
。
さ
ら
に
、
学
生
が
自
身
で
腹
部
に
パ
ウ
チ
を
貼
付
し
、
演
習
後
１
時
間
程
度
、
患
者
と
し
て
過
ご
す
体
験
を
設
定
し
て
い
た
。
事
例
患
者
の
あ
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
よ
る
看
護
師
、
患
者
体
験
を
し
て
い
た
。
臭
い
や
感
触
に
つ
い
て
体
感
で
き
る
よ
う
に
味
噌
や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
代
用
し
た
。
結
果
は
装
着
型
ス
ト
ー
マ
モ
デ
ル
を
用
い
た
患
者
と
し
て
の
疑
似
体
験
は
、
臨
地
実
習
で
の
体
験
に
劣
ら
ず
、
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
体
験
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
パ
ウ
チ
交
換
手
技
の
習
得
だ
け
で
は
な
く
、
患
者
の
辛
さ
や
困
難
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
看
護
者
と
し
て
傾
聴
を
主
と
し
た
精
神
的
支
援
を
し
て
い
く
必
要
性
を
見
出
し
て
い
た
。
有
澤
ら
（
2
0
1
7
）
評
価
ツ
ー
ル
の
作
成
及
び
使
用
後
の
評
価
術
後
患
者
へ
の
観
察
と
適
切
な
ケ
ア
を
学
ぶ
胃
が
ん
男
性
、
5
0
代
胃
全
摘
術
後
1
日
目
の
設
定
で
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
看
護
計
画
立
案
後
、
術
後
1
日
目
の
離
床
の
援
助
の
設
定
で
、
ド
レ
ー
ン
挿
入
や
尿
バ
ッ
ク
な
ど
の
観
察
、
管
理
を
含
め
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
学
習
が
実
施
さ
れ
た
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。
学
生
の
実
施
場
面
の
動
画
か
ら
評
価
項
目
と
基
準
を
決
定
し
て
い
る
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
作
成
、
使
用
に
よ
り
、
学
生
に
何
を
学
ん
で
ほ
し
い
か
洗
い
出
し
の
作
業
お
よ
び
、
が
で
き
た
。
教
員
が
学
ん
で
ほ
し
い
内
容
に
つ
い
て
、
答
え
を
与
え
ず
と
も
学
生
に
考
え
る
機
会
を
与
え
る
ツ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
金
子
ら
（
2
0
1
6
）
自
作
教
材
評
価
術
後
患
者
へ
の
観
察
と
適
切
な
ケ
ア
を
学
ぶ
教
員
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
後
、
学
生
が
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
事
前
課
題
の
観
察
項
目
に
沿
っ
て
観
察
を
実
施
し
、
技
術
試
験
を
受
け
る
。
技
術
項
目
は
①
手
術
直
後
の
看
護
（
総
論
）
、
②
意
識
レ
ベ
ル
の
確
認
、
③
疼
痛
の
観
察
、
④
硬
膜
外
麻
酔
の
確
認
、
⑤
呼
吸
の
観
察
、
⑥
酸
素
流
量
の
確
認
、
⑦
循
環
の
観
察
、
⑧
術
後
創
傷
管
理
、
⑨
ド
レ
ー
ン
管
理
、
⑩
 
輸
液
管
理
、
⑪
尿
量
の
観
察
、
⑫
下
肢
の
観
察
、
⑬
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
管
理
、
⑭
腹
部
の
観
察
、
⑮
動
画
で
あ
っ
た
。
事
前
学
習
と
し
て
の
i
P
a
d
教
材
を
作
成
し
、
活
用
し
て
い
る
。
i
P
a
d
教
材
の
視
聴
回
数
平
均
2
.
1
回
で
、
イ
メ
ー
ジ
が
し
や
す
い
な
ど
、
学
生
の
意
見
は
肯
定
的
で
あ
っ
た
が
視
聴
環
境
は
課
題
が
あ
っ
た
。
i
P
a
d
 
教
材
の
導
入
に
よ
る
学
生
の
手
術
直
後
の
観
察
技
術
の
向
上
を
期
待
し
た
が
、
主
訴
の
把
握
、
胸
部
の
観
察
の
み
評
価
が
上
が
っ
た
も
の
の
、
明
ら
か
な
技
術
の
向
上
に
は
繋
が
ら
な
か
っ
た
。
高
橋
甲
ら
（
2
0
1
5
）
臨
床
看
護
師
等
協
同
授
業
に
よ
る
学
習
評
価
術
後
患
者
へ
の
観
察
と
適
切
な
ケ
ア
を
学
ぶ
（
表
８
つ
づ
き
）
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研
究
目
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演
習
目
標
演
習
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取
り
組
み
の
工
夫
研
究
結
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文
献
患
者
教
育
技
術
を
学
ぶ
2
型
糖
尿
病
に
罹
患
し
、
治
療
を
受
け
て
1
0
年
経
過
し
た
5
0
代
男
性
患
者
が
、
教
育
目
的
で
入
院
す
る
場
面
を
通
じ
て
、
情
報
の
中
に
慢
性
期
患
者
の
困
難
さ
や
糖
尿
病
に
対
す
る
認
識
を
表
現
す
る
こ
と
で
、
イ
メ
ー
ジ
化
を
図
る
。
演
習
は
看
護
師
役
、
患
者
の
家
族
役
、
栄
養
士
役
は
学
生
が
演
じ
、
模
擬
患
者
は
教
員
が
行
う
。
①
指
導
場
面
の
実
施
時
間
は
8
分
、
②
援
助
を
実
施
し
な
い
学
生
は
援
助
を
視
聴
し
、
実
施
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
気
づ
き
を
記
述
す
る
時
間
を
2
 
分
③
終
了
後
に
各
グ
ル
ー
プ
で
1
5
 
分
間
、
気
づ
き
を
共
有
し
、
全
体
で
デ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。
患
者
役
は
慢
性
期
看
護
の
経
験
の
あ
る
教
員
が
行
っ
て
い
る
。
教
員
は
患
者
教
育
を
受
け
て
感
じ
た
こ
と
を
一
般
市
民
の
感
覚
や
、
慢
性
期
疾
患
特
徴
で
あ
る
無
力
感
や
自
信
の
低
下
を
意
識
し
て
反
応
し
た
。
体
験
後
の
デ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
で
成
人
教
育
の
指
導
方
法
の
必
要
性
に
気
づ
く
こ
と
は
で
き
て
い
た
。
患
者
の
気
持
ち
を
代
弁
す
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
は
患
者
の
イ
メ
ー
ジ
化
が
促
進
さ
れ
、
対
象
の
思
い
を
理
解
す
る
こ
と
、
患
者
中
心
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
 
指
導
に
対
す
る
難
し
さ
は
デ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
で
引
き
出
せ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
教
員
の
デ
ブ
リ
ー
フ
ァ
ー
と
し
て
の
力
不
足
が
あ
る
と
考
察
し
て
い
る
。
中
川
ら
（
2
0
1
8
）
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
技
術
演
習
は
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
糖
尿
病
患
者
の
事
例
の
理
解
）
、
実
施
計
画
（
対
象
理
解
の
目
的
）
の
立
案
後
、
計
画
の
実
施
で
あ
っ
た
。
方
法
は
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
、
場
面
設
定
は
、
学
生
は
実
習
初
日
、
患
者
は
入
院
2
日
目
、
A
さ
ん
を
知
る
た
め
の
行
動
、
観
察
の
実
施
で
あ
っ
た
。
模
擬
患
者
は
4
名
、
1
名
3
ベ
ッ
ド
を
担
当
し
、
学
生
は
1
グ
ル
ー
プ
6
～
7
人
単
位
で
2
0
分
ご
と
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。
教
員
は
模
擬
患
者
1
名
に
つ
き
1
名
担
当
し
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
行
っ
た
。
模
擬
患
者
が
参
加
し
て
い
な
い
時
間
帯
も
学
生
間
で
患
者
役
、
看
護
師
役
、
観
察
者
に
な
っ
て
演
習
し
て
い
た
。
患
者
像
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
せ
ず
、
シ
ナ
リ
オ
を
厳
密
に
準
備
せ
ず
、
学
生
と
の
相
互
作
用
の
中
で
生
じ
た
そ
の
時
々
の
思
い
や
感
情
に
忠
実
に
応
じ
、
学
生
は
そ
の
場
の
状
況
で
対
応
す
る
と
い
っ
た
方
法
を
取
っ
て
い
た
。
模
擬
患
者
は
緊
張
感
、
臨
場
感
に
は
良
い
効
果
が
あ
り
、
知
識
の
足
り
な
さ
な
ど
対
人
関
係
へ
の
振
り
返
り
が
で
き
て
い
た
。
学
習
意
欲
、
満
足
感
、
自
己
効
力
感
の
向
上
に
も
関
係
す
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
全
員
が
体
験
で
き
な
い
と
不
満
に
つ
な
が
る
。
谷
村
ら
（
2
0
1
6
）
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
 
慢
性
疾
患
を
抱
え
る
患
者
 
3
 
事
例
に
つ
い
て
、
看
護
学
生
役
・
観
察
者
役
、
患
者
役
の
シ
ナ
リ
オ
を
教
員
が
作
成
し
、
そ
の
シ
ナ
リ
オ
を
読
み
込
ん
で
学
生
同
士
で
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
実
施
す
る
。
事
例
の
設
定
は
①
高
血
糖
を
指
摘
さ
れ
初
め
て
糖
尿
病
教
育
入
院
と
な
っ
た
患
者
、
②
再
入
院
で
糖
尿
病
教
育
入
院
と
な
っ
た
患
者
、
③
自
分
な
り
に
糖
尿
病
を
管
理
し
て
い
た
が
自
ら
糖
尿
病
教
育
を
受
け
る
と
決
め
て
入
院
し
た
患
で
あ
っ
た
。
演
習
は
、
学
生
が
模
擬
患
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
後
、
観
察
し
て
い
た
学
生
、
模
擬
患
者
及
び
教
員
間
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
形
を
取
っ
て
い
た
。
初
め
て
の
教
育
入
院
、
再
入
院
、
自
ら
糖
尿
病
教
育
入
院
を
受
け
る
と
決
め
た
3
場
面
で
の
演
習
を
行
っ
て
い
る
。
対
人
関
係
を
発
展
さ
せ
る
基
本
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
体
得
し
、
慢
性
疾
患
を
抱
え
る
患
者
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
を
支
え
る
こ
と
、
積
極
的
傾
聴
の
技
術
の
重
要
性
や
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
学
ん
で
い
た
。
そ
の
一
方
、
対
人
関
係
の
発
展
に
必
要
な
態
度
の
成
立
、
積
極
的
傾
聴
、
初
対
面
の
患
者
と
話
す
こ
と
、
自
分
に
自
信
を
持
つ
こ
と
、
会
話
の
中
で
起
こ
っ
た
出
来
事
に
対
処
す
る
こ
と
な
ど
の
困
難
さ
も
感
じ
て
い
た
。
船
橋
ら
（
2
0
1
4
）
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
学
習
評
価
患
者
教
育
技
術
を
学
ぶ
糖
尿
病
発
症
時
の
看
護
過
程
演
習
後
、
技
術
演
習
で
は
事
例
患
者
の
1
0
年
後
を
想
定
し
て
実
施
し
た
。
①
情
報
収
集
の
場
面
で
は
患
者
役
、
看
護
学
生
役
の
 
い
ず
れ
か
を
全
員
が
体
験
で
き
る
よ
う
に
設
定
し
て
い
る
。
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
時
間
は
5
分
と
し
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
後
、
役
割
ご
と
に
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
時
間
と
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
対
象
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
（
2
0
分
程
度
）
②
患
者
教
育
場
面
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
い
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
。
時
間
は
1
回
1
0
分
と
し
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
後
に
各
役
を
演
じ
、
気
づ
い
た
こ
と
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（
1
5
 
分
）
し
た
後
、
教
育
的
支
援
に
お
い
て
重
視
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
。
（
3
0
分
）
技
術
演
習
は
事
例
患
者
の
1
0
年
後
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
長
期
間
制
限
の
あ
る
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
の
困
難
さ
の
イ
メ
ー
ジ
化
を
促
進
さ
せ
た
。
教
育
的
支
援
に
関
す
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
実
施
し
て
い
る
。
学
生
同
士
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
演
習
で
あ
り
、
学
生
が
事
例
患
者
の
1
0
年
後
を
想
定
し
て
患
者
体
験
を
す
る
こ
と
や
、
他
の
学
生
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
教
育
的
支
援
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
っ
て
い
た
。
反
面
、
学
生
の
み
で
は
、
1
0
年
間
の
療
養
生
活
の
複
雑
な
様
相
を
再
現
す
る
こ
と
の
限
界
も
あ
る
と
考
察
し
て
い
る
。
高
橋
奈
ら
（
2
0
1
6
）
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
学
習
評
価
表
９
　
慢
性
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技
術
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容
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研
究
目
的
演
習
目
標
演
習
内
容
取
り
組
み
の
工
夫
研
究
結
果
文
献
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
成
人
（
慢
性
期
）
看
護
学
領
域
を
担
当
す
る
教
員
が
、
循
環
器
疾
患
お
よ
び
呼
吸
器
疾
患
を
有
す
る
対
象
の
情
報
を
も
と
に
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
た
。
①
学
生
に
シ
ナ
リ
オ
を
提
示
し
、
5
-
6
 
名
の
学
生
で
構
成
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
交
え
た
講
義
を
行
う
。
②
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
担
当
教
員
が
予
め
設
定
し
た
テ
ー
マ
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
選
出
し
て
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
行
う
。
③
取
り
組
ん
だ
成
果
に
つ
い
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
用
い
た
演
習
形
式
の
発
表
、
を
実
施
し
て
い
る
。
入
院
時
か
ら
退
院
前
ま
で
の
患
者
の
経
過
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
課
題
に
そ
っ
て
考
え
る
事
例
を
作
成
し
て
い
る
。
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
発
表
し
、
実
施
を
学
生
間
で
共
有
し
て
い
る
。
学
生
自
ら
が
慢
性
期
看
護
に
必
要
な
取
り
組
み
に
気
づ
く
機
会
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
費
や
す
時
間
お
よ
び
与
え
ら
れ
た
課
題
に
よ
る
難
易
度
の
違
い
、
学
生
間
の
協
調
性
な
ど
が
学
習
成
果
に
影
響
す
る
こ
と
だ
と
し
て
い
る
。
原
田
ら
（
2
0
1
6
）
患
者
の
苦
痛
を
理
解
し
援
助
を
考
え
る
演
習
は
自
己
血
糖
測
定
で
あ
り
、
3
人
1
組
で
患
者
、
看
護
師
役
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
観
察
者
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
演
習
後
①
患
者
役
を
通
じ
で
感
じ
た
こ
と
、
②
看
護
師
役
を
通
し
て
感
じ
て
事
、
③
自
己
血
糖
測
定
を
必
要
と
す
る
患
者
の
セ
ル
フ
ケ
ア
に
つ
い
て
、
④
看
護
師
と
し
て
患
者
に
自
己
血
糖
測
定
の
指
導
を
行
う
場
合
の
注
意
点
に
つ
い
て
の
学
び
は
A
4
１
枚
の
レ
ポ
ー
ト
提
出
に
し
て
い
る
。
手
技
の
獲
得
の
み
で
な
く
、
患
者
の
生
活
で
の
不
自
由
さ
や
困
難
さ
を
理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
針
を
刺
す
こ
と
の
恐
怖
心
を
軽
減
す
る
声
か
け
の
重
要
性
に
気
づ
き
、
針
の
扱
い
や
正
確
な
手
技
を
習
得
す
る
こ
と
や
、
合
併
症
予
防
や
面
倒
く
さ
さ
な
ど
日
常
生
活
の
理
解
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
。
血
糖
の
見
方
を
説
明
し
記
録
を
促
す
と
い
っ
た
患
者
の
自
己
管
理
へ
の
継
続
の
援
助
に
つ
い
て
も
見
出
さ
れ
た
。
伊
丹
ら
（
2
0
1
4
）
患
者
体
験
効
果
患
者
の
苦
痛
を
理
解
し
援
助
を
考
え
る
演
習
前
に
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
患
者
に
つ
い
て
の
講
義
を
実
施
し
、
そ
の
後
、
2
ク
ラ
ス
に
わ
か
れ
、
A
ク
ラ
ス
は
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
を
ペ
ア
で
実
施
し
、
体
験
演
習
評
価
シ
ー
ト
2
種
（
観
察
者
用
、
体
験
者
用
）
記
載
す
る
。
観
察
者
用
は
観
察
項
目
、
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
実
施
、
デ
ー
タ
を
比
較
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
客
観
デ
ー
タ
（
症
状
な
ど
）
を
記
載
し
、
体
験
者
用
は
呼
吸
困
難
の
症
状
、
症
状
が
出
た
と
き
の
手
指
の
状
態
、
呼
吸
が
楽
に
な
っ
た
体
勢
な
ど
を
記
載
す
る
。
そ
の
間
B
ク
ラ
ス
は
肺
気
腫
事
例
患
者
の
全
体
像
の
記
述
を
行
っ
た
。
そ
の
後
A
、
B
ク
ラ
ス
が
入
れ
替
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る
。
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
を
利
用
し
て
呼
吸
困
難
感
の
あ
る
患
者
の
自
覚
症
状
に
つ
い
て
体
験
す
る
。
そ
の
裏
で
肺
気
腫
患
者
の
事
例
学
習
す
る
。
深
呼
吸
や
ゆ
っ
く
り
の
動
作
が
呼
吸
困
難
を
軽
減
す
る
こ
と
、
こ
ま
め
な
休
憩
の
必
要
性
の
理
解
な
ど
、
患
者
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
ら
れ
た
。
病
態
の
理
解
に
つ
な
が
り
、
患
者
経
験
か
ら
日
常
生
活
援
助
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
馬
場
ら
（
2
0
1
7
）
自
作
教
材
評
価
看
護
技
術
を
習
得
す
る
①
看
護
過
程
の
展
開
事
例
は
、
看
護
診
断
（
N
A
N
D
A
-
Ⅰ
）
の
1
3
領
域
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
て
看
護
問
題
を
挙
げ
、
看
護
計
画
を
立
案
す
る
。
援
助
技
術
演
習
と
し
て
、
糖
尿
病
の
悪
化
に
伴
っ
て
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
看
護
援
助
と
し
て
S
M
B
G
の
指
導
を
実
施
す
る
。
②
看
護
過
程
を
展
開
し
な
い
事
例
と
し
て
、
化
学
療
法
中
の
乳
が
ん
患
者
の
輸
液
療
法
の
援
助
を
実
施
す
る
。
事
前
課
題
と
し
て
、
①
事
例
患
者
の
S
M
B
G
の
準
備
、
穿
刺
、
後
始
末
の
方
法
、
②
の
事
例
患
者
の
輸
液
の
ミ
キ
シ
ン
グ
お
よ
び
プ
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
輸
液
ポ
ン
プ
の
操
作
方
法
を
課
題
と
し
、
動
画
で
学
習
で
き
る
視
聴
環
境
を
整
備
し
た
。
動
画
教
材
の
メ
リ
ッ
ト
は
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
、
振
り
返
り
に
も
活
用
で
き
る
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
見
た
い
部
分
が
全
部
そ
ろ
っ
て
い
な
い
、
見
た
だ
け
で
勉
強
し
た
気
分
に
な
る
、
実
際
は
う
ま
く
い
か
な
い
、
視
聴
や
操
作
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
な
ど
の
内
容
が
あ
が
っ
て
い
た
。
平
賀
ら
（
2
0
1
7
）
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
学
習
評
価
（
表
９
つ
づ
き
）
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②患者体験から対象理解：シミュレーション教
育の多くはロールプレイ型の演習であり、患者
役は学生の他、教員、模擬患者が行っていたが、
術後患者への援助ではシミュレーターを使用す
る演習もあった。実施後、役割を通じて感じた
こと・気になったことをディブリーフィングす
る、テーマについて検討する、ロールプレイの
発表など、体験の共有や振り返りが行われてい
た。実施体験の共有や振り返り等、看護の視点
を豊かにするための作業を演習後に取り入れる
ことによって、看護につなげる教育がなされて
いた。また呼吸困難感やストーマの受容や管理
など患者が体験していることのイメージ化につ
なげる教材の工夫と効果を報告する内容もあっ
た。
③臨床看護師との共同授業：臨床看護師と協力
体制を組み、演習を共同で実施していたものが
急性期で４件あった。臨床看護師の役割は、デ
モンストレーター、グループに入り込んだ助言
者、シナリオ上の看護師役、授業参観者であっ
た。
Ⅳ．考察
１．成人看護学技術演習（急性期・慢性期）の
推移と演習の構成要素の傾向
１）論文数の推移
　成人看護学演習の論文数は、2014年から2018
年の年次推移には大きな変化は見られなかった
が、急性期、慢性期ともに2016年と2017年に文
献数が多く集中していた。シミュレーション教
育の定着により教育実践報告が増加した可能性
も考えられるが、本調査のみではその理由まで
は明らかにできない。
２）演習の構成要素の傾向
　急性期と慢性期の演習については、３年次に
実施することが多いが、急性期の演習では２年
次に実施している報告もあった。演習内容をみ
ると、２年次の演習は紙上事例の提示はなく、
手技の習得が主であることから、学年進度を考
慮して単純なものから複雑なものへと演習内容
を発展させていると推察された。演習のコマ数
に関しては、使用している事例数や、場面の設
定数が多いとコマ数も増える傾向にあると考え
られた。
　今回の調査では、事前学習に電子媒体による
視聴覚教材を使用した調査がみられたことが特
徴の一つであった。これらのツールを演習前に
事前学習として使用することにより、知識の活
用が求められる場面のイメージ化が可能となり、
演習での技術に活かされていた。動画など視聴
覚教材による必要な知識の提供は、演習に必要
最低限の知識を学生に手軽に提供できるという
面で効率的であると考える。しかし、学生は視
聴しただけで満足してしまい、結果、求められ
る達成度よりも技術に関する成果が少ないなど、
学習効果の問題があることも否定できない。さ
らに、導入にあたっては、作動環境やコストの
面でも課題が残る。よって、視聴覚教材等や動
画の効果的な活用のためには、作動環境など
ハード面の整備が求められる。そのうえで、学
生に対しては、視聴のみにとどめず、視聴しな
がら実際に手技を確認するような動作やミニテ
ストを課すなど、同時作業を組み入れるなどの
工夫をすることで、知識の定着が図られ、学習
効果が向上すると考える。
２．技術演習の項目と方法の傾向
１）技術項目の傾向
　今回の調査では、看護過程や紙上事例を設定
した技術演習が多くを占めていた。これは、林
ら（2008）の1997年から2007年の成人看護学領
域の看護技術演習の文献検討で明らかにした傾
向と同様である。しかし、林ら（2008）の文献
検討での技術項目は、急性期では、術前訓練と
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しての呼吸訓練や呼吸器ケア、包帯交換の正確
な手技を求めるタスク型の技術演習が実施され
ていたが、今回の調査では見当たらなかった。
慢性期においても、糖尿病患者を事例患者とし
ている点では林ら（2008）の調査と同様であっ
た。しかし、インスリン自己注射や血糖測定と
いった手技の正確さ以外にも、患者の気持ちに
配慮したコミュニケーションや患者教育が演習
の中心的な目的となっていることが特徴であっ
た。つまり、正確な手技の習得だけでなく、そ
の患者に応じた対応を求めるシミュレーション
技術演習が増加していると考える。
２）看護実践能力を育むシミュレーション教育
　看護実践能力とは「人 ・々状況を理解する力」
「人々中心の看護ケアを実践する力」「看護の質
を改善する力」であり、育成には、臨床現場に
近いことや、文脈を持った学習環境を創造する
ことに様々なチャレンジが必要とされる（松谷，
2010）。そのため、看護基礎教育における演習
では、対象を理解することや、対象に適した看
護援助を提供するための工夫する力を育むこと
が求められる。その能力の育成には、シミュレー
ション教育が効果的である。シミュレーション
は経験型学習を基盤としているため、実施中・
後で評価するようディブリーフィングが設定さ
れる（阿部，2016）。目標に対する修得度につ
いて、他者の意見をもらいながら自ら振り返る
ことにより、より好ましい能力につながってい
くものである。評価の視点は、精神・運動領域
だけでなく、認知領域や情意領域の視点も同様
に目標とすることが望ましい。今回の分析対象
では、演習の目標としては、認知、情意、精神・
運動領域全てを網羅していないものもあった。
しかし、学生がディブリーフィングで演習を振
り返ることにより、精神運動領域の視点だけで
なく、認知領域、情意領域の視点も網羅できる
ことが確認された。
３）シミュレーション教育の工夫
　今回の結果より、最も多くの研究が研究目的
としていたのはシミュレーション教育評価で
あった。方法としては、急性期では、術後の観
察技術としてシミュレーターが用いられ、慢性
期では、模擬患者によるコミュニケーション演
習が多いという特徴があった。ロールプレイの
使用は、急性期、慢性期ともにみられた。これ
らは、急性期、慢性期の相違点というよりも、
演習の目標ごとに、何を教材とするかによって
生じる相違であると考える。患者の心理を考え
させたい場合は、学生自身に患者役を課すこと
で患者体験が可能となり、観察技術を習得させ
たい場合は、事例に合わせて生体反応を設定し
たシミュレーターを使用することで目標を達成
できる。そのため、演習の目標によって、シミュ
レーションの方法を工夫することの重要性が示
唆された。
　技術演習で目標とするものは、1・2回のシ
ミュレーションだけで身に付くものではなく、
何度も練習することが必要であると考える。さ
らに、演習でフルスケールシミュレーション学
習をするためには、技術が正確であることが前
提であり、その技術なくしてはその場で求めら
れる判断や行動の学習につながらない。また、
コミュニケーションや患者教育のためのロール
プレイ型のシミュレーションをするためには、
学生に看護師役ができる知識がなければ、知識
不足を反省させることが目的の演習になってし
まうなど、方法の選択には課題も多いのが現状
である。限られた授業時間のなかで有意義な学
びにつながる演習を行うためには、授業外学習
の環境を整え、事前学習、事後学習を含めた演
習構成を考える必要性が示唆された。
４）臨床看護師との協同による演習
　臨床看護師と協力体制を組んで演習を実施し
ていく方法は、急性期で４件存在し、役割はデ
―　　―79
モンストレーター、グループに入り込んだ助言
者、シナリオ上の看護師役割、授業参観者があっ
た。臨床看護師の参加は、学生に対して役割モ
デルとしての効果を持つこと以外に、その後の
実習に対する双方の理解にもつながっていた。
実習前から学生の教育に参画することは学生・
臨床看護師双方に十分なメリットがあり、ユニ
フィケーションに代表されるような教育と臨床
の場を行き来できるような環境が望まれる。し
かし、付属病院や関連病院を持たない看護基礎
教育施設では容易に行うことは困難であること
が予測される。まず、研究者所属大学の成人看
護学領域でも実習病院との連携を図り、学生の
達成目標によって必要な協力体制を求めていく
努力が必要である。
　今回の調査結果から、成人看護領域の学内演
習の現状は、看護過程の演習でアセスメントし
た患者または、紙上患者へのシミュレーション
ベースの教育が主流であり、目標によって教材
の工夫を行う必要性も確認された。今後、本学
における授業計画の際にも参考としたい。
Ⅴ．結論
　本調査では、看護基礎教育機関で行われてい
る成人看護技術演習の内容について、2014年か
ら2018年７月までの文献を対象に調査し、以下
の内容が明らかとなった。
１．成人看護学演習に関する原著および解説の
文献数は77件であった。そのうち、技術演習の
詳細な方法が記載された文献は18件で、急性期
10件、慢性期８件であった。技術演習の時期は、
大学では急性期、慢性期ともに３年前期が最も
多かった。
２．技術演習の傾向は、急性期の事例は胃がん
で胃切除術前後の患者の観察とケアが７件と多
く、慢性期は２型糖尿病インスリン導入の支援
場面が６件で、その他、乳がん治療、肺気腫、
心筋梗塞発症後事例があった . 
３．研究目的は、シミュレーション学習評価が
多く、演習の目標は、術後患者への観察と適切
なケアを学ぶことやコミュニケーションを学ぶ
ことが多い傾向にあった。演習の目標に合わせ
て教材が選択されており、主に看護過程の演習
でアセスメントした事例患者や紙上患者を用い
たシミュレーションベースの教育方法が用いら
れていた。
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